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　「
伝
統
っ
て
何
だ
ろ
う
？
昔
か
ら

あ
る
も
の
？
」。
高
山
村
で
は
、
子

ど
も
達
が
地
域
の
伝
統
芸
能
「
尻
高

人
形
」を
毎
年
体
験
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
伝
統
芸
能
教
室
は
平
成
11
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
、
錦
松
会
の
人
た
ち
か
ら
人
形
芝

居
の
指
導
を
受
け
、
夏
休
み
中
に
も

練
習
し
、
10
月
に
は
全
校
生
徒
の
前

で
6
年
生
が
上
演
。
伝
統
的
な
演
目

を
本
格
的
に
演
じ
、
子
ど
も
達
は
人

形
の
動
き
で
細
や
か
な
感
情
を
表
現

で
き
る
ま
で
に
上
達
し
ま
す
。
見
て

い
る
下
級
生
も
、
夢
中
に
な
っ
て
舞

台
に
見
入
り
、
時
に
は
涙
を
浮
か
べ

て
人
形
芝
居
の
す
ば
ら
し
さ
に
心
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
来
場
し
た
村
の

人
た
ち
や
村
内
の
高
齢
者
の
人
た
ち高山小学校伝統芸能教室

「尻高人形」定期公演に出演

も
盛
ん
な
拍
手
を
送
り
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
11
月
に

行
わ
れ
る
錦
松
会
の
定
期
公
演
に
も

出
演
し
、
練
習
の
成
果
を
大
舞
台
で

披
露
し
ま
す
。

　
伝
統
芸
能
教
室
を
通
じ
、
高
山
村

の
子
ど
も
達
は
低
学
年
の
時
か
ら
尻

高
人
形
を
身
近
に
体
験
し
て
い
ま

す
。「
自
分
た
ち
も
尻
高
人
形
を
大

切
に
し
た
い
。
高
山
の
よ
い
と
こ
ろ

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
、
彼
ら

の
心
に
、高
山
村
を
愛
す
る
気
持
ち
、

伝
統
文
化
を
大
切
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

 

　「
尻
高
人
形
」
は
、
村
に
暮
ら
す

人
々
の
心
が
世
代
を
超
え
て
つ
な
が

る
大
切
な
伝
統
文
化
と
し
て
継
承
さ

れ
、
村
の
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「尻高人形」定期公演

高山小学校伝統芸能教室

錦松会座長　関亜刀美さん（豊松伝吉）

世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る
高
山
の
伝
統

ー
高
山
小
学
校
伝
統
芸
能
教
室
ー

　
人
形
浄
瑠
璃
は
、
三
味
線
と
情
感

豊
か
な
物
語
に
合
わ
せ
て
演
じ
る
人

形
芝
居
で
、
発
祥
は
古
く
、
日
本
を

代
表
す
る
伝
統
芸
能
で
す
。
高
山
村

の
人
形
浄
瑠
璃
「
尻
高
人
形
」
は
貴

重
な
伝
統
文
化
と
し
て
、
村
人
の
熱

意
と
努
力
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
尻
高
の
人
々
が
人
形
浄
瑠
璃
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幕
末
か
ら
明

治
の
初
め
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
明

治
期
に
「
豊
松
座
」
が
結
成
さ
れ
、

盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
豊

松
座
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
与
平
が

他
界
す
る
と
徐
々
に
衰
退
し
、
昭
和

8
年
（
1
9
3
3
）
に
中
之
条
の
古

物
商
に
道
具
類
が
売
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
村
人
は
売
っ
た
金
額
の

倍
以
上
を
出
し
て
買
い
戻
し
、「
錦

松
会
」
と
改
名
し
復
興
し
ま
し
た
。

　
尻
高
人
形
は
高
さ
50
セ
ン
チ
ほ
ど

の
人
形
を
一
人
で
動
か
す
「
一
人
遣

い
」
で
全
国
で
も
珍
し
く
、
左
手
を

人
形
の
背
中
に
差
し
込
み
、
頭
を
支

え
る
心
串
で
眉
・
目
・
口
、
右
手
で

2
本
の
「
差
し
金
」
を
使
い
、
人
形

の
両
手
を
動
か
し
ま
す
。

　
戦
争
中
も
年
間
に
4
、
5
回
は
上

演
さ
れ
、
戦
後
は
昭
和
29
年
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
関
心

が
高
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
、「
尻

高
人
形
錦
松
会
」
と
し
て
、頭
31
体
、

衣
装
約
2
0
0
点
を
保
有
し
て
お

り
、
11
演
目
を
上
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
に
県
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
、
昭
和
53

年
（
1
9
7
8
）
に
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
芝
居
を
伝
承
す
る
古
里

「豊松座」現在の活動
　尻高人形芝居の上演は、村の文化祭、敬
老会・研修会のアトラクション、民俗芸能
発表会などでの公演活動を行っています。
　昭和52年（1977年）から毎年2月に、
中之条町の「金幸（きんこう）」で定期的
に上演していましたが、平成10年（1998
年）、西地区に「常設舞台」を備えた多目
的施設が完成したのを契機に、平成11年
度からは、毎年11月23日に、そこで定期
公演を行うようになりました。

き
ん

か
し
ら

サ
　
シ

し
ょ
う
か
い


